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貧酸素水塊動向調査結果（３月２５日分） 

東京湾の水温・塩分分布１２か月分(表層・底層) 
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貧 酸 素 水 塊 動 向 調 査 結 果 （ ３ 月 ２ ５ 日 観 測 分 ） 
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図１ 表層・底層の水温・塩分分布 図２ 内湾縦断面の鉛直分布 
水温・塩分の状況（図１～２，表１） 

水温は表層で１２～１４℃，底層で１２～１３℃，

塩分は表層で２９～３３，底層で３１～３３でした。 
内湾縦断面の鉛直分布では水温１２～１３℃，塩

分３１～３３でした。 
 

赤潮の状況(図３，表１) 

今回の調査でも赤潮の発生はみられませんでし

た。植物プランクトンの量の指標となるクロロフィ

ルａ量も１桁～１０μｇ／Ｌ台と低い水準です。や

や多い船橋付近での主なプランクトンは珪藻のキ

ートケロス（Chaetoceros sp.）とリゾソレニア

（Rhizosolenia setigera）でした。 
栄養塩類の量が少ないことから，今後すぐに赤潮

傾向になることはないでしょう。 
図３　クロロフィルａ量の変化
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水産研究センターのホームページ（http://www.awa.or.jp/home/cbsuishi/）ではカラーでご覧になれます 

http://www.awa.or.jp/home/cbsuishi/


貧酸素水塊の状況（図２，４，表１） 
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３月４日の調査で確認されていた内湾の貧酸素水塊は解消して

いました。 
ただし湾奥の深掘部(st.５１)の底層（水深２６ｍ）ではほぼ無酸

素まで溶存酸素量が低下しています（０.２ml／L）。千葉北部で小

規模に発生する青潮の一部は深掘部の無酸素水によるものだとい

われています。今後は気象の変化などに注意してください。 
 
表層の栄養塩類（図５，表１） 

溶存無機態窒素（ＤＩＮ）は３００～５００μｇ／Ｌ台，リン酸

態リン（ＰＯ４－Ｐ）は１桁～１０μｇ／Ｌ台です。依然として内

湾ではリン酸態リンの不足が続いています。 
東京湾ではＤＩＮが１００μｇ／Ｌ，ＰＯ４－Ｐが１２．５μｇ

／Ｌを下回るとのりの色落ちになるといわれています。 
 

 
図４ 底層の溶存酸素量分布（ml／Ｌ） 
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盤洲Ａブイ
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富津ベタ

0
100
200
300
400
500
600
700
800

1
0
/
1

1
0
/
2
1

1
1
/
1
0

1
1
/
3
0

1
2
/
2
0

1
/
9

1
/
2
9

2
/
1
8

3
/
1
0

3
/
3
0

Ｄ
ＩＮ

0

20

40

60

80

100

Ｐ
Ｏ

４
－

Ｐ

 

下洲ベタ･st.１０
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湊ベタ・st.１２
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図５ のり漁場の栄養塩類量 

（μｇ／Ｌ）の変化 

（下洲ベタ，湊ベタは３／１８まで

のデータです） 

 

調査点 透明度 ｐＨ 水温 塩分

クロロフィ
ルａ量
（μｇ／

Ｌ ）

底層の
DO（ml／

L )

溶存無機
態窒素
（μｇ／

リン酸態
リン

（μｇ／

船橋 2.8 8.3 13.1 31.05 15.2 4.9 513 16

St．１５ 3.5 8.3 13.2 31.27 4.0 4.8 520 16

ｓｔ．３ 3.5 8.3 12.9 31.56 5.4 4.7 511 15

St．６ 4.7 8.3 12.7 32.02 3.3 4.4 446 11

St．９ 5.5 8.2 12.8 32.54 4.8 4.7 371 8

盤洲Ｃブイ 4.1 8.2 14.5 32.43 5.7 5.0 385 10

盤洲Bブイ 4.0 8.2 13.6 32.35 5.9 4.1 381 7

St．８
（盤洲Aブ

4.7 8.2 13.5 32.60 4.5 4.7 329 6

富津ベタ 3.0 8.1 12.9 33.03 5.2 5.2 307 12

表１．水質調査結果（表層）
調査年月日：平成14年3月25日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の東京湾海況情報は今回で終了させていただきます。来年度もよろしくお願いします。 
参考資料として「東京湾の水温・塩分分布１２か月分（表層・底層）」をつけました。 


